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イメージング（見えない物を見る）研究所活動報告書 
所 長 平 修 

 
○研究目的 

食と健康について科学的に解明する。健康長寿、

健康寿命を食の観点から追求する。現代は、病

気になれば、薬で治療するのが常である。しか

し、2050年には国内65歳人口が4割を超え、医療

費の負担は賄いきれず財政破綻すると予測さ

れている（内閣府調べ）。病気を予防し、健康維

持するには、食の機能に頼るしかないと申請者

は考える。本研究所は、食の機能の見える化を

研究の鍵とし、（1）食品の何処にうま味、栄養、

機能生成分が含まれるのかを解明し、食品の高

付加価値化を図る。これは、県内外の食品（農

産物）を標的とする。 

（2）食品含有機能性成分を摂取することで、

脳神経疾患発病を予防・遅延させる機序を解

明し、将来的に健康寿命を食により延ばすこ

とを目的とする。 
 本年度は、研究に専念した。 
○研究メンバー 

＜研究代表者（研究所長）＞ 
 平 修（福島大学農学群・食農学類・教授） 
＜研究分担者（プロジェクト研究員）＞ 
吉永和明（福島大学農学群・食農学類・准教授） 
髙田大輔（福島大学農学群・食農学類・准教授）  
 
○研究活動内容 (2020年度) 

機能生性分コエンザイムQ10 の見える化 

県内産農産物の可視化をこれまで行ってきた。

今年度は福島県西郷村のブロッコリーに焦点

を当てた。西郷村では、ブロッコリー栽培に力

を入れている。特に、春植え（5－6月収穫）ブ

ロッコリーについては村としてもブランド化

を目指すなど美味しい＋αの部分については興

味を持っている。今回、春植え、秋植え（10－
12月収穫）での機能性成分について違いがある

のかを検証した。 

 本研究では、イメージング質量分析装置を用

いて、ビタミンK（血液の凝固機能、骨の維持

などに関わる脂溶性ビタミン）、コエンザイム

Q10（生物のエネルギーであるアデノシン三リ

ン酸産生に関わる補酵素）について春、秋植え

ブロッコリーを比較した（図1） 

結果として、ビタミンKは、春植えでは芯部位

に、秋植えでは全体に局在しており、ビタミン

Kに関しては秋植えの方が多いことが分かった。

コエンザイムQ10は、還元型と酸化型の2種があ

る。生体内では還元型がエネルギー産生に関わ

る。結果、還元・酸化型両方共に花蕾（つぼみ）

部位に多く、芯部位にも局在はしていた。 

春植えの方が秋植えよりも多かった。これらの

事から、バランス的にも春植えブロッコリーが

機能性ということでは付加価値があると結論

づけられれる。 

 

図1 ブロッコリーのイメージング質量分析 

 
サイエンスカフェの実施 

開催日時：2021年6月26日（土） 

開催場所：コラッセふくしま 

カフェでは、新型コロナ禍の状況を鑑み、会

場の参加人数をキャパシティーの50%以下とな

るように限定し（最大50名）、参加者間のマスク

着用、手指消毒の徹底の下、リモート（Zoom）

と会場とのハイブリッド形式で開催された。 

冒頭、世話人の平がサイエンスカフェの趣旨

（一般的な講演会とは異なり、カフェのような

雰囲気の中で、気軽に科学と普段の生活が密接

に関係していることを感じてもらい、双方向で

の意見交換ができるような場の提供）を説明し、

その後日本農芸化学会東北支部参与の杉森が

当日のプログラムについて紹介し、日本学術会

議連携会員の山下が日本学術会議とその活動

の紹介を兼ねて共催のあいさつを10分程度行
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った。鹿野氏の講演では、あんぽ柿の美味しさ

と健康への秘密と題して、渋柿があんぽ柿へ加

工される過程でビタミン群の局在や相対的な

量が変化していく様子をイメージング質量分

析データで視覚的に紹介し、そこから推察され

る健康への効果について分かりやすく解説し

た。休憩をはさみ後半は、福島大生による科学

実験教室を行った。酵母じゃないよ、酵素だ

よ！～パネェっす酵素～、色素とpH（紫キャベ

ツ）、ややこしいヤジロベー、リケ女と語ろうの

4つのブースに分かれ、参加者が順次参加した。

その後、時間通りに閉会となり、カフェが終了

した。 

 

教科書の執筆 

本研究所の売りの一つに、ナノ微粒子を用いた

イメージング質量分析技術、Nano-PALDI法があ

る。近年、植物ホルモンを可視化する技術への

応用を図ってきた（成果3など）。それらの実績

から、Springer-Nature出版社より、教科書の一節

の執筆依頼を受けた（成果1）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2 教科書の表紙 

 

福島県広報動画に出演 

県産米の特徴を視覚的に解説 

福島県で栽培される米5品種について、イメー

ジング質量分析を行い、その結果は、福島県広

報動画で紹介された。 

（ https://www.youtube.com/watch?v=In3wVywOF
E4） 
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